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陸上の大会はたくさんの「縁の下の力持ち」によって支えられています。今回はセイコーゴー
ルデングランプリ、日本選手権直前スペシャルということで、各大会の準備・調整を担当す
る日本陸上競技連盟事務局・事業部事業課の井上博友課長、八幡賢司さん、粳田竜之助さん
に大会への準備や、その思いなどについて聞きました。� 文・M高史陸
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～陸上競技を支えるプロフェッショナルを徹底紹介！～

るぞ！』というシーンに注目してほしいです。
100ｍのスタート前に会場全体が静まり返る
あの緊張感、フィールド選手が試技前に集
中する姿、選手たちがどのように自分を高
めていくのか、それは普段は見ることがで
きないですし、映像だけではなかなか伝わ
りません。だからこそ、そこをぜひ会場で
見てほしいですし、それぞれに楽しさを見
つけて、周りの人たちに教えてほしいです。
セイコーＧＧＰは陸上をアピールする場所に
したいです。また、選手にとってもここをス
テップにしていける大会になれば、陸上の
価値を高められると思います」
　５月のセイコーＧＧＰの準備を進め、大
会を作り上げていく過程では、さまざまなス
ポーツを参考にしているとか。「他のスポー
ツも観に行きますよ。アメリカンフットボー
ルとモーターレースを観るのが好きで、ラグ
ビーも先日初めて観に行きました」。
　その際には前後のイベントにも参加してい
るそうだが、「いいものがあるなと思って調べ
てみたら『こんなにお金がかかるんだ』とい
うこともあります」と八幡さん。それでも、「予
算も限られているので手作り感あるかもしれ
ませんが、みんなで知恵を出し合いながら
やっていく」ところに共感しているという。
 「できるだけチャレンジをして、データを
取って、いいものを作り上げていきたいで
すね」

多くの人と連携して進める
「日本一を決める」ための準備や調整

　日本選手権を担当するのは粳田さん。大

学まで陸上に取り組み、高校時代にリレー
でインターハイに出場、大学時代は日本学
生個人選手権にも出場経験があります。冒
頭にも触れた日本陸連〝二大事業〟の一つ、
日本選手権に向けては、早くから準備がス
タートするそうです。
 「日本選手権は12月から具体的な準備を始
めて、６ヵ月ほどかけて全体会議を定期的
に行っています。全体会議には開催地の陸
上競技協会、テレビ中継をするＮＨＫさん、
開催地の行政、日本陸連、その他の関係者
を含めると参加人数は50人ほどにもなりま
す。大会概要、会場の利用計画、大会を盛
り上げるための企画などについて話をして
いきます。
　大会担当として私が一から十までやって
いるわけではなくて、日本選手権は日本陸
連事務局でチームを結成し、広報担当、チ
ケット担当、大会の運営など、分担をしな
がら準備を進めています」。

日本選手権のテーマは「ワクワク感」
会場で楽しんでもらうために

　今年の日本選手権のテーマは「ワクワク
感」。現地で日本選手権を観る人を増やす準
備をしています。
 「観客の皆様にワクワクしてもらえる企画、
新しい取り組みとしては、『フィールドＭＣ』
というグラウンドレベルでのＭＣの導入を予
定しています。場外の盛り上げとしては、『わ
くわくパーク』という子供たちが楽しめるイ
ベントエリアを設置する予定。また、子供
たち向けには『キッズデカスロンチャレンジ

　５月21日に神奈川県横浜市の日産スタジ
アムで開催される「セイコーゴールデングラ
ンプリ陸上2023横浜」（セイコーＧＧＰ）と、
６月１日から４日まで大阪市のヤンマースタ
ジアム長居で開催される「第107回日本陸上
競技選手権大会」（日本選手権）。日本陸連
さんの年間スケジュールの中でも〝二大行
事〟とも言えるビッグイベントが５月、６月
と続きます。
　事業部事業課の中でもセイコーＧＧＰは
八幡賢司さん、日本選手権は粳田竜之助さ
んがそれぞれ担当。事業課長の井上博友さ
んが全体の管理・統括というかたちで準備
を進めています。

現地で応援してもらえるスポーツにしたい
　セイコーＧＧＰ担当の八幡さんは、現役
時代は110ｍハードルを専門に2007年大阪世
界選手権に出場、日本一にも輝くなど、トッ
プレベルのハードラーでした。
 「実業団にいた時に普及・育成に携わり、指
導もしていました。会社の事業でクラブチー
ム立ち上げて、指導関係の資格も取得して
います。陸連の事業と重なることが結構あ
るのですが、陸上の普及を進めていく、指
導の質を高めていくといった業務に携わっ
たことで、陸上を広める仕事に就きたいと
思うようになりました。それが陸連に入った
きっかけです」
　その言葉にもあるように、八幡さんには
陸上に対する強い思いがあります。
 「選手時代からトラック＆フィールドの観客
が少ないと感じていました。表彰式が競技
終了後の誰の目にも止まることのないような
状況であったり、スタンドの電気も消え始
める中で行われたりしたこともありました。
でも、世界選手権に出場した時に、ほぼ満
席になっている状態で競技が行われていて、
応援だけで地響きがあるようなことも経験
しました。そういう状況を日本でも作りたい
な、と。観客動員数を増やしたいです」

会場だからこそ感じられる緊張感を
　八幡さんはさらに、陸上の現場への思い
についてこう続けます。
 「陸上はお金を払わなくても観ることができ
るスポーツって思われがちですよね。それ
をバスケットボール、野球、サッカーのよ
うにお金を払ってでも観たくなるようなもの
を作りたいです。どちらかというとショーの
ように魅せたいですし、実際に足を運んで、
実際に陸上のすごさを体感してほしい。オ
ンラインも普及していますが、迫力などは
現地ならではのものがたくさんあると思うの
で、実際に足を運んでほしいですね。
　もし足を運んでくださったとしたら、ファ
ンのみなさんには選手が登場してきて『や
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各大会の準備・調整は事務局内の担当者が中心になって進められている

■井上博友
いのうえ　ひろとも／ 1972年生まれ、51歳。東京都出身。陸上経験はないが、日
本陸連事務局にて競技運営委員会、施設用器具委員会を担当し、日本選手権を含
めた競技会運営に従事する。07年大阪世界選手権では表彰、21年東京五輪では競
技運営を担当した。

■八幡賢司
やはた けんじ／ 1980年生まれ、42歳。東京・紅葉中→修徳高→順大→順大院出身
で、大学院修了後は実業団で2014年まで競技を継続。専門種目は110ｍハードルで、
07年大阪世界選手権代表。17年に日本陸連に転職し、事業部事業課に所属。主催
大会の準備と競技運営委員会を担当している。

■粳田竜之助
うるちだ たつのすけ／ 1990年生まれ、33歳。静岡県静岡市の出身で中学校から陸
上競技を始める。種目は短距離で、藤枝明誠高、中大と10年間続けた。大学卒業
後は銀行に入行し、2016年10月に日本陸連に転職。事業部事業課に所属し、主に日
本陸連主催大会の開催に向けた準備や調整を担当している。

井上博友さん、八幡賢司さん、粳田竜之助さん
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ファンと選手が交流する場面を作ったりし
ます」。あこがれのアスリートと写真撮影な
ど交流できるのは、ファンにとってはうれし
いですよね！

理想とする大会像
　セイコーＧＧＰ、日本選手権、その両大
会を統括している井上さんは、日本陸連事

務局に在籍して20年以上です。これまで、
どちらの大会の準備も担当してきたその経
験から、全体の管理や対外との対応などを
務めています。
 「セイコーＧＧＰは海外のレースを参考に、
なんでもチャレンジできるようなイベントに
したいですね。ダイヤモンドリーグのように、
ショーのような演出を確立していきたいと考
えています。日本選手権は、やはり『日本一』
を決める大会なので厳粛な雰囲気を大切に。
日本一速く走れる選手、跳べる選手、投げ
る選手を決める大会として、最後の表彰式
まで観客を惹きつけられるようにしたいで
す。日本選手権で勝つということが、どれ
だけ価値があることなのか。テレビの向こう
側でも、スタート前にはシーンとなるくらい
緊張感のある、厳粛な空気を突き詰めてい
きたいです」
　１つの大会を成功させるために、準備担
当者それぞれが志を持って取り組み、多く
の人と連携しながら進めていく。そうやって、
選手のみなさんが活躍する舞台が作られて
いるんですね！

（通称：デカチャレ）』という走・投・跳で参
加できるイベントも実施予定ですし、行政
と連携をとって、地元の小学生の招待など
も準備しています」。
　日本選手権では、コロナ禍で控えていた
ことを現状打破する企画も計画されていま
す。「選手との交流付きチケットを販売し
たり、競技場外のブースでは選手を呼んで

▲スタジアムを盛り上げるためのさまざまな仕掛けを検討中だ

回答いただいた方の中から抽選で5名様へ陸連グッズをプレゼント！
今後の掲載内容の参考にさせていただきたいと考えておりますので、是非下記アンケートへのご協力をお願いいたします。
� https://forms.gle/Q8tzQsTR4VhBVtrV8

読者アンケート

大会JAAF Info

第107回日本陸上競技選手権大会
第39回U20日本陸上競技選手権大会

第107回日本陸上競技選手権大会・混成競技

https://goldengrandprix-japan.com/

セイコーゴールデングランプリ陸上2023横浜
＜開催日＞
2023年５月21日（日）
13時30分競技開始予定
＜開催場所＞
日産スタジアム（神奈川）

▼特設サイトはこちら

https://www.jaaf.or.jp/gp-series/

＜開催日＞
2023年６月25日（日）
＜開催会場＞
鳥取県立布勢総合運動公園陸上競技場（鳥取）

▼特設サイトはこちら

日本グランプリシリーズ
布勢スプリント2023

https://www.jaaf.or.jp/jch/107/

https://www.jaaf.or.jp/jch/107/combined-events/

＜開催日＞
2023年６月１日（木）〜４日（日）
＜開催会場＞
ヤンマースタジアム長居（大阪）

＜開催日＞
2023年６月10日（土）〜 11日（日）
＜開催会場＞
秋田県営陸上競技場（秋田）

▼特設サイトはこちら

▼特設サイトはこちら


